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公務災害と地方公務員災害補償基金をめぐる動向と課題 

１．公務災害の認定状況 

2022 年度の公務災害の認定件数（通勤災害除く）を見ると総計２万 9,662 件と前年度よ

り 4,072 件（15.9％）増加しました。 
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地方公務員等の過労死等の公務災害の補償状況については、脳・心臓疾患に関しては、

2014 年度以降の脳・心臓疾患の公務災害受理件数は、5年連続で増加し、2018 年度は 58 件

（前年度比 3 件増）となりましたが、2022 年度は 50 件となっています。その一方で公務

上認定は 17 件（34％（前年度 55％））にとどまっています。 

2021 年 9 月に心・血管疾患及び脳血管疾患の公務災害の認定基準が改定され、①長時間

の過重業務の評価にあたり、労働時間と労働時間外の負荷要因を総合評価すること、②長

時間の過重業務、短期間の過重業務の労働時間以外の負荷要因の見直し等が行われ、公務

災害の請求件数は増加しているものの、認定にあたっては横ばいとなっています。 

精神疾患等に関しては、2014 年度以降の精神疾患等の公務災害受理件数は、増加傾向で

あり、2022 年度に 224 件（前年度比 31 件増）となりましたが、2022 年度の公務上認定は

53 件（23％（前年度 34％））にとどまっています。 

2023 年９月に民間労働者を対象とした労働者災害補償保険制度において、心理的負荷に

よる精神障害の認定基準が改正され、2024 年２月には国家公務員について人事院が精神疾

患等の公務上災害の認定指針を改正しました。これらを受けて 2024 年３月 22 日、地方公

務員災害補償基金は精神疾患等認定基準を改正しました。主な改正内容は、①精神疾患の

悪化の公務起因性が認められる要件の見直し、②精神疾患事案にかかる医学的知見の収集

の合理化、③自殺案件にかかる医学的知見の収集の合理化、④業務負荷の分析表の記載内

容の具体化となっており、今後どのような認定件数となるか注視する必要があります。 

 

２．基金による審査の問題点 

地方公務員の災害補償制度は複雑なこともあり、組合員に周知されておらず、権利行使

の機会を十分に保障されていません。とくに、当局が公務災害として認定申請を拒否する

例もみられます。災害補償基金制度が当局の責任を追及する趣旨ではないことを理解し、

積極的に協力を求めることが必要です。 

地方公務員災害補償基金（以下、基金とします）の公務上業務認定基準はきわめて限定

的で、とくに腰痛、頸肩腕障害、脳・心臓血管疾患、精神疾患や過労死については、被災

者救済の立場が非常に弱いといえます。基金には「本部協議」という制度があり、脳・心

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

受理件数 58 45 49 40 50

認定件数 14 25 22 22 17

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

受理件数 131 153 148 193 224

認定件数 13 54 60 66 53

脳・心臓疾患

脳・心臓疾患の地方公務員の公務災害補償状況

精神疾患等の地方公務員の公務災害補償状況

精神疾患等
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臓血管疾患などの循環器系障害や精神疾患による過労死については、必ず本部に協議する

こととされており、これらの認定率は非常に低率です。 

さらに、頸肩腕障害や腰痛については、地方公務員災害補償基金支部（各都道府県に設

置。以下基金支部とします）の判断が困難な事案は本部協議を行うこととなっていますが、

やはり「本部協議」の結果、給食調理員や保育士などの頸肩腕障害や腰痛はなかなか公務

災害と認められず、極めて少ない公務上認定しかなされていません。 

私たちは、厚生労働省や基金等に対して、認定基準の緩和、拡大に取り組んでいかなけ

ればなりません。また、各県、政令指定都市におかれている基金支部に対しても、被災者

救済の立場にたった認定業務を要求し、基金支部の窓口が被災者に申請・相談しやすいよ

うな対応、システムを求めていく必要があります。 

職業性疾病の認定闘争は、非常に厳しい状況におかれていますが、過去「指曲がり症」

の公務災害認定の取り組みなどを通じて、基金の姿勢を少しずつ改善させてきたという成

果を踏まえて、綿密な調査と組合主導の交渉、基金支部や支部審査会民主化を通じて、さ

らに拡げていかなければなりません。 

また、基金の公務上外の認定基準と、裁判所の判断基準にかい離が生じていることにも

注目しなくてはいけません。過労死をめぐっては、基金の認定基準は「相当因果関係説」

を取っており、業務がほかの原因に比べて相対的に有力な原因であると認められないと公

務上と認定されません。しかし、判例・裁判例の中には、必ずしも公務遂行を相対的に有

力な原因とする必要はなく、公務が精神的・肉体的に過重負荷となり、基礎疾病と共働原

因となって死亡した場合には公務上の死亡として認める例も出ています。 

３．労働側参与の役割 

基金支部が「公務外」と認定し、その決定に不服がある場合は、基金支部審査会に審査請

求をすることになります。この審査会で「公務上」として認定させるためには、支部審査

会での取り組みが重要となっています。参与として最も重要なのは、組合員（被災職員）

の主張に寄り添いながら、慎重な審理を求めていくことです。 

支部審査会で審査請求人の口頭意見陳述が行われる場合には、質問を通じて争点を整理

し、明確にさせた上で支部審査会委員に公務災害認定を促すことが有効です。 

現行認定基準は、業務遂行性と業務起因性が要件となっています。業務起因性は厳しい

「相当因果関係」を必要としているため、業務と災害の因果関係を主張していくことが重

要です。基金の専門員（医師）と主治医の意見がわかれることがあります。基金側は専門

員の医学的見解を主張しますが、基金の専門員は提出されている診断書など書類上だけの

判断でしかありません。参与としては、実際に診療している主治医の診断を優先し、尊重

するよう審査会で主張していきます。参与としての意見書作成にあたっては、協力的な医

師や弁護士との連携により、認定基準をクリアできるよう立証していくことが認定への近

道となります。なお、基金本部の集計によると、2022 年度の支部審査会での公務外認定に

関する受付件数は 88 件で、うち脳疾患が３件、心臓２件、自殺が 10 件、精神疾患が 29 件
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となっています。また、裁決件数は 82 件ですが、公務外認定の取消しは８件にとどまって

います。 

支部審査会は書類審理が原則となっているため、実際に職場で起こっている労働実態や

問題点は、被災職員もしくは参与が意見しなければ、審査委員には伝わりません。参与は、

実際に現場（職場）を訪問し、問題点を組合員とともに検証したり、資料収集や鑑定等を

基金に促し、現場実態を浮上させることなどに取り組む必要があります。安全衛生管理体

制がどうであったか、任命権者の義務や責任はどうかなどといった視点も取り入れた対策

を進めます。近年では、基金の認定基準と裁判所の判断基準にかい離が生じているケース

も見受けられます。例えば、うつ病による自殺については、基金では「公務外」とされた

ものでも、裁判によって「公務上」を勝ち取ったというケースが多くあることから、認定

基準の改善と弾力的運用を求めていくことも参与の役割です。
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4
5
条
１
項

「職
員
が
公
務
に
因
り
死
亡
し
、
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か

か
り
、
若
し
く
は
公
務
に
因
る
負
傷
若
し
く
は
疾
病
に
よ
り
死
亡

し
、
若
し
く
は
障
害
の
状
態
と
・・
・な
つ
た
場
合
に
お
い
て
そ
の

者
又
は
そ
の
者
の
遺
族
若
し
く
は
被
扶
養
者
が
こ
れ
ら
の
原
因

に
よ
っ
て
受
け
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損
害
は
、
補
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さ
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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＜
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起
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＞
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４
５
条
２
項

「前
項
の
規
定
に
よ
る
補
償
の
迅
速
か
つ
公
正
な
実
施
を

確
保
す
る
た
め
必
要
な
補
償
に
関
す
る
制
度
が
実
施
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

３
項

「前
項
の
補
償
に
関
す
る
制
度
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

が
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
職
員
の
公
務
上
の
負
傷
又
は
疾
病
に
対
す
る
必
要

な
療
養
又
は
療
養
の
費
用
の
負
担
に
関
す
る
事
項

1
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二
職
員
の
公
務
上
の
負
傷
又
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疾
病
に
起
因
す
る
療
養
の

期
間
・・
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職
員
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所
得
の
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失
に
対
す
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補
償
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関
す
る
事
項

三
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公
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又
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疾
病
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て
、
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に
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又
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長
期
に
所
得
能
力
を
害
さ
れ
た
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合
に
お
け
る

そ
の
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員
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受
け
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害
に
対
す
る
補
償
に
関
す
る
事
項 1
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四
職
員
の
公
務
上
の
負
傷
又
は
疾
病
に
起
因
す
る
死
亡

の
場
合
に
お
け
る
そ
の
遺
族
又
は
職
員
の
死
亡
の
当
時

そ
の
収
入
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
た
者
の
受
け
る
損
害

に
対
す
る
補
償
に
関
す
る
事
項
」

４
項

「第
二
項
の
補
償
に
関
す
る
制
度
は
、
法
律
に
よ
っ
て
定
め
る

も
の
と
し
、
当
該
制
度
に
つ
い
て
は
、
国
の
制
度
と
の
間
に
権

衡
を
失
し
な
い
よ
う
に
適
当
な
考
慮
が
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
」

補
償
に
関
す
る
制
度
⇒
地
方
公
務
員
災
害
補
償
制
度

法
律

⇒
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法

2
0
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（損
害
賠
償
請
求
と
の
違
い
）

①
無
過
失
責
任

②
身
体
的
損
害
の
み
（物
的
損
害
、
精
神
的
損
害
は

含
ま
ず
）

③
予
め
定
め
ら
れ
た
基
準
に
従
い
定
型
的
な
内
容
で

補
償
の
給
付

④
原
則
と
し
て
、
損
害
の
全
額
で
は
な
く
そ
の
一
定
割

合
分
を
補
填

2
1

27



３
条

「職
員
に
つ
い
て
こ
の
法
律
（・
・・
）に
定
め
る
補
償
を
実

施
し
、
並
び
に
公
務
上
の
災
害
又
は
通
勤
に
よ
る
災
害
を

受
け
た
職
員
（・
・・
）の
社
会
復
帰
の
促
進
、
被
災
職
員
及

び
そ
の
遺
族
の
援
護
、
公
務
上
の
災
害
の
防
止
に
関
す

る
活
動
に
対
す
る
援
助
そ
の
他
の
職
員
及
び
そ
の
遺
族

の
福
祉
に
必
要
な
事
業
を
行
う
た
め
、
地
方
公
務
員
災
害

補
償
基
金
（・
・・
）を
設
置
す
る
。
」

2
2

28



2
3

29



２
４
条
１
項

「基
金
は
、
こ
の
章
（
注
：第
３
章
）に
規
定
す
る
補
償
の
事
由
が
生
じ
た
場

合
に
、
こ
の
法
律
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
補
償
を
受
け
る
べ
き
職
員
若
し

く
は
遺
族
又
は
葬
祭
を
行
う
者
に
対
し
、
補
償
を
行
う
。
」

２
４
条
２
項

「基
金
は
、
定
款
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
従
た
る
事
務
所
の
長
に
補
償

を
行
な
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
」 定
款
２
２
条

「支
部
長
は
、
業
務
規
程
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
支
部
の
所
管
に

属
す
る
地
方
公
共
団
体
等
の
職
員
に
係
る
第
２
０
条
の
業
務
を
行
う
。
」

業
務
規
程
４
条
２
項

公
務
又
は
通
勤
に
よ
り
生
じ
た
災
害
で
あ
る
か
ど
う
か
の
認
定
に
関
す
る

事
項
な
ど

2
4
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２
５
条
１
項

「基
金
の
行
う
補
償
の
種
類
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。
」

→
①
療
養
補
償
、
②
休
業
補
償
、
③
傷
病
補
償
年
金
、
④
障
害
補
償

（障
害
補
償
年
金
、
障
害
補
償
一
時
金
）、
⑤
介
護
補
償
、
⑥
遺
族
補

償
（
遺
族
補
償
年
金
、
遺
族
補
償
一
時
金
）、
⑦
葬
祭
補
償

２
５
条
２
項

「前
項
各
号
（
第
３
号
を
除
く
。
）に
掲
げ
る
補
償
は
、
当
該
補
償
を
受

け
る
べ
き
職
員
若
し
く
は
遺
族
又
は
葬
祭
を
行
う
者
の
請
求
に
基
づ

い
て
行
う
」

補
償
の
具
体
的
内
容
は
２
６
条
以
下

2
5
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補
償
の
一
覧

2
7

名
称

補
償

事
由

補
償

内
容

療
養

補
償

公
務

又
は

通
勤

に
よ

り
負

傷
し

、
又

は
疾

病
に

か
か

っ
た

場
合

必
要

な
療

養
を

行
い

、
又

は
必

要
な

療
養

の
費

用
を

支
給

す

る
。

療
養

の
範

囲
は

次
の

と
お

り
で

あ
る

(療
養

上
相

当
と

認

め
ら

れ
る

も
の

に
限

る
。

)。

(1
)診

察

(2
)薬

剤
又

は
治

療
材

料
の

支
給

(3
)処

置
、

手
術

そ
の

他
の

治
療

(4
)居

宅
に

お
け

る
療

養
上

の
管

理
及

び
そ

の
療

養
に

伴
う

世

話
そ

の
他

の
看

護

(5
)病

院
又

は
診

療
所

へ
の

入
院

及
び

そ
の

療
養

に
伴

う
世

話

そ
の

他
の

看
護

(6
)移

送

休
業

補
償

公
務

又
は

通
勤

に
よ

り
負

傷
し

、
又

は
疾

病
に

か
か

り
療

養
の

た
め

勤
務

で
き

な
い

場
合

で
、

給
与

を
受

け
な

い
と

き

1
日

に
つ

き
平

均
給

与
額

の
6
0
％

に
相

当
す

る
金

額
を

支
給

す

る
。

た
だ

し
、

傷
病

補
償

年
金

を
受

け
る

者
又

は
刑

事
施

設
等

に
拘

束
若

し
く

は
収

容
さ

れ
て

い
る

者
に

は
行

わ
な

い
。

傷
病

補
償

年
金

公
務

又
は

通
勤

に
よ

り
負

傷
し

、
又

は
疾

病
に

か
か

り
、

療
養

の
開

始
後

1
年

6
か

月
を

経
過

し
て

も
治

ら
ず

、
そ

の
障

害
の

程
度

が
地

方
公

務
員

災
害

補
償

法
施

行
規

則
(以

下
「

則
」

と

い
う

。
)別

表
第

二
に

定
め

る
傷

病
等

級
に

該

当
す

る
場

合

第
1
級

か
ら

第
3
級

ま
で

の
障

害
の

状
態

に
応

じ
、

年
金

を
支

給

す
る

。

障
害

補
償

公
務

又
は

通
勤

に
よ

り
負

傷
し

、
又

は
疾

病
に

か
か

り
、

治
っ

た
と

き
則

別
表

第
三

に
定

め
る

程
度

の
障

害
が

残
っ

た
場

合

障
害

の
程

度
に

よ
り

、
第

1
級

か
ら

第
7
級

ま
で

は
年

金
を

、
8

級
か

ら
第

1
4
級

ま
で

は
一

時
金

を
支

給
す

る
。
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2
8

介
護

補
償

傷
病

補
償

年
金

又
は

障
害

補
償

年
金

の
受

給

権
者

で
、

総
務

省
令

で
定

め
る

程
度

の
障

害

を
有

し
、

常
時

又
は

随
時

介
護

を
受

け
て

い

る
場

合

常
時

又
は

随
時

介
護

を
受

け
る

場
合

に
通

常
要

す
る

費
用

を

考
慮

し
て

総
務

大
臣

が
定

め
る

金
額

を
、

当
該

介
護

を
受

け

て
い

る
期

間
(病

院
等

に
入

院
し

て
い

る
間

又
は

身
体

障
害

者

療
護

施
設

等
に

入
所

し
て

い
る

間
を

除
く

。
)支

給
す

る
。

(1
)遺

族
補

償
年

金

配
偶

者
、

子
、

父
母

、
孫

、
祖

父
母

又
は

兄
弟

姉
妹

(た
だ

し
、

妻
以

外
の

者
に

あ
っ

て
は

1
8
歳

に
達

す
る

日
以

後
の

最

初
の

3
月

3
1
日

ま
で

の
間

に
あ

る
も

の
又

は
6
0
歳

以
上

の
も

の

(一
定

の
障

害
の

状
態

に
あ

る
も

の
を

除
く

。
))

で
、

職
員

の

死
亡

の
当

時
、

そ
の

収
入

に
よ

っ
て

生
計

を
維

持
し

て
い

た

も
の

に
対

し
、

年
金

を
支

給
す

る
。

(2
) 

遺
族

補
償

一
時

金

A
 (

1
)に

掲
げ

る
要

件
に

該
当

し
な

い
配

偶
者

、
子

、
父

母
、

孫
、

祖
父

母
又

は
兄

弟
姉

妹
等

に
対

し
、

一
時

金
を

支
給

す

る
。

B
 遺

族
補

償
年

金
の

受
給

権
者

の
受

給
権

が
消

滅
し

、
他

に

同
年

金
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
者

が
い

な
い

と
き

は
、

A
の

場
合

に
支

給
さ

れ
る

一
時

金
の

額
を

ま
ず

算
定

し
、

そ
の

額

か
ら

、
既

に
支

給
し

た
年

金
及

び
前

払
一

時
金

の
額

の
合

計

額
を

控
除

し
て

残
額

が
あ

れ
ば

、
こ

れ
を

一
時

金
と

し
て

A
の

者
に

支
給

す
る

。

葬
祭

補
償

公
務

又
は

通
勤

に
よ

り
死

亡
し

た
場

合

遺
族

等
で

あ
っ

て
社

会
通

念
上

葬
祭

を
行

う
と

み
ら

れ
る

者

(現
実

に
葬

祭
を

行
っ

た
者

が
あ

る
と

き
は

、
そ

の
者

)に
対

し
、

3
1
5
,0

0
0
円

に
平

均
給

与
額

の
3
0
日

分
に

相
当

す
る

額
を

加
え

た
金

額
(こ

の
額

が
平

均
給

与
額

の
6
0
日

分
に

相
当

す
る

金
額

に
満

た
な

い
と

き
は

、
平

均
給

与
額

の
6
0
日

分
に

相
当

す
る

金
額

)を
支

給
す

る
。

遺
族

補
償

公
務

又
は

通
勤

に
よ

り
死

亡
し

た
場

合
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2
9

障
害

補
償

年
金

差
額

一
時

金

障
害

補
償

年
金

の
受

給
権

者
が

死
亡

し
た

場

合

障
害

補
償

年
金

の
受

給
権

者
が

死
亡

し
た

場
合

に
お

い
て

、

既
に

支
給

し
た

年
金

及
び

前
払

一
時

金
の

額
の

合
計

額
が

一

定
の

額
に

満
た

な
い

と
き

は
そ

の
遺

族
に

対
し

、
そ

の
差

額

を
支

給
す

る
。

障
害

補
償

年
金

前
払

一
時

金

障
害

補
償

年
金

の
受

給
権

者
が

申
し

出
た

場

合

障
害

補
償

年
金

の
受

給
権

者
が

申
し

出
た

と
き

は
、

以
後

そ

の
者

が
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

年
金

の
一

部
を

前
払

一
時

金

と
し

て
支

給
す

る
。

遺
族

補
償

年
金

前
払

一
時

金

遺
族

補
償

年
金

の
受

給
権

者
が

申
し

出
た

場

合

遺
族

補
償

年
金

の
受

給
権

者
が

申
し

出
た

と
き

は
、

以
後

そ

の
者

が
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

年
金

の
一

部
を

前
払

一
時

金

と
し

て
支

給
す

る
。

(船
員

の
特

例
)

予
後

補
償

傷
病

が
治

っ
た

と
き

勤
務

で
き

な
い

場
合

で
、

給
与

を
受

け
な

い
と

き

1
日

に
つ

き
平

均
給

与
額

の
6
0
％

に
相

当
す

る
金

額
を

、
治

っ

た
日

の
翌

日
か

ら
、

勤
務

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
期

間
(1

月

を
超

え
る

と
き

は
、

1
月

間
)支

給
す

る
。

た
だ

し
、

刑
事

施

設
等

に
拘

禁
又

は
収

容
さ

れ
て

い
る

者
に

は
行

わ
な

い
。

(船
員

の
特

例
)

行
方

不
明

補
償

船
員

が
公

務
上

行
方

不
明

に
な

っ
た

場
合

行
方

不
明

に
な

っ
た

と
き

、
そ

の
船

員
の

被
扶

養
者

に
行

方

不
明

の
日

の
翌

日
か

ら
、

そ
の

行
方

不
明

の
期

間
(3

月
を

超

え
る

と
き

は
、

3
月

間
)1

日
に

つ
き

平
均

給
与

額
の

1
0
0
％

に

相
当

す
る

金
額

を
支

給
す

る
。

た
だ

し
、

当
該

期
間

が
1
月

に

満
た

な
い

場
合

は
行

わ
な

い
。
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4
7
条
１
項

「基
金
は
、
被
災
職
員
及
び
そ
の
遺
族
の
福
祉
に
関
し
て
必

要
な
次
の
事
業
を
行
う
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

４
７
条
２
項

「基
金
は
、
職
員
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
公
務
上
の

災
害
の
防
止
に
関
す
る
活
動
に
対
す
る
援
助
そ
の
他
の
公

務
上
の
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
を
行
う
よ
う

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

3
0

36



福
祉
事
業
の
一
覧

3
1

種
類

内
容

外
科

後
処

置

地
方

公
務

員
災

害
補

償
法

施
行

規
則

(以
下

「
則

」
と

い
う

。
)別

表
第

三
に

定
め

る
程

度
の

障
害

が
存

す
る

者
の

う
ち

、
義

肢
装

着
の

た
め

の
断

端
部

の
再

手
術

等
の

処
置

が
必

要
で

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

も

の
等

に
対

し
て

診
察

、
薬

剤
又

は
治

療
材

料
の

支
給

等
の

外
科

後
処

置
を

行
う

。

補
装

具
の

支
給

則
別

表
第

三
に

定
め

る
程

度
の

障
害

が
存

す
る

者
に

対
し

、
義

肢
、

義
眼

、
補

聴
器

、
車

い
す

等
の

補

装
具

の
支

給
を

行
う

。

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン

則
別

表
第

三
に

定
め

る
程

度
の

障
害

が
存

す
る

者
の

う
ち

、
社

会
復

帰
の

た
め

に
身

体
的

機
能

の
回

復

等
の

処
置

が
必

要
で

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

も
の

に
対

し
て

機
能

訓
練

等
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行

う
。

ア
フ

タ
ー

ケ
ア

傷
病

が
治

ゆ
し

た
者

の
う

ち
、

外
傷

に
よ

る
脳

の
器

質
的

損
傷

等
一

定
の

障
害

を
有

す
る

も
の

に
対

し
、

円
滑

な
社

会
生

活
を

営
ま

せ
る

た
め

に
、

一
定

範
囲

の
処

置
を

行
う

。

休
業

援
護

金
休

業
に

よ
る

給
与

減
等

を
補

う
も

の
と

し
て

休
業

援
護

金
を

支
給

す
る

。

在
宅

介
護

を
行

う
介

護
人

の
派

遣
に

関
す

る
事

業

傷
病

補
償

年
金

又
は

障
害

等
級

第
3
級

以
上

の
障

害
補

償
年

金
の

受
給

権
者

の
う

ち
、

居
宅

に
お

い
て

介
護

を
要

す
る

者
に

対
し

、
基

金
の

指
定

す
る

事
業

者
に

お
い

て
介

護
人

を
派

遣
し

、
又

は
介

護
等

の

供
与

に
必

要
な

費
用

を
支

給
す

る
。

奨
学

援
護

金
年

金
た

る
補

償
の

受
給

権
者

等
の

学
資

の
支

弁
を

援
護

す
る

も
の

と
し

て
奨

学
援

護
金

を
支

給
す

る
。

就
労

保
育

援
護

金
就

業
し

て
い

る
年

金
た

る
補

償
の

受
給

権
者

の
保

育
費

用
を

援
護

す
る

も
の

と
し

て
就

労
保

育
援

護
金

を
支

給
す

る
。

傷
病

特
別

支
給

金
傷

病
補

償
年

金
の

受
給

権
者

に
対

し
、

見
舞

金
の

趣
旨

で
傷

病
等

級
の

区
分

に
応

じ
て

傷
病

特
別

支
給

金
を

支
給

す
る

。

障
害

特
別

支
給

金
障

害
補

償
の

受
給

権
者

に
対

し
、

見
舞

金
の

趣
旨

で
障

害
等

級
の

区
分

に
応

じ
て

障
害

特
別

支
給

金
を

支
給

す
る

。
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3
2

遺
族

特
別

支
給

金
遺

族
補

償
の

受
給

権
者

に
対

し
、

弔
慰

・
見

舞
金

の
趣

旨
で

受
給

権
者

の
区

分
に

応
じ

て
遺

族
特

別
支

給
金

を
支

給
す

る
。

障
害

特
別

援
護

金
障

害
補

償
の

受
給

権
者

に
対

し
、

生
活

を
援

護
す

る
趣

旨
で

障
害

等
級

の
区

分
に

応
じ

て
障

害
特

別
援

護
金

を
支

給
す

る
。

遺
族

特
別

援
護

金
遺

族
補

償
の

受
給

権
者

に
対

し
、

一
時

的
出

費
を

援
護

す
る

趣
旨

で
受

給
権

者
の

区
分

に
応

じ
て

遺
族

特
別

援
護

金
を

支
給

す
る

。

傷
病

特
別

給
付

金
傷

病
補

償
年

金
の

受
給

権
者

に
対

し
、

期
末

手
当

等
の

特
別

給
を

給
付

内
容

に
反

映
さ

せ
る

趣
旨

で
傷

病
特

別
給

付
金

を
年

金
と

し
て

支
給

す
る

。

障
害

特
別

給
付

金
障

害
補

償
年

金
の

受
給

権
者

に
対

し
年

金
、

障
害

補
償

一
時

金
の

受
給

権
者

に
対

し
一

時
金

と
し

て
障

害
特

別
給

付
金

を
支

給
す

る
(趣

旨
は

傷
病

特
別

給
付

金
に

同
じ

。
)。

遺
族

特
別

給
付

金
遺

族
補

償
年

金
の

受
給

権
者

に
対

し
年

金
、

遺
族

補
償

一
時

金
の

受
給

権
者

に
対

し
一

時
金

と
し

て
遺

族
特

別
給

付
金

を
支

給
す

る
(趣

旨
は

傷
病

特
別

給
付

金
に

同
じ

。
)。

障
害

差
額

特
別

給
付

金

障
害

補
償

年
金

差
額

一
時

金
を

受
け

る
こ

と
と

な
っ

た
者

等
に

対
し

、
失

権
に

よ
る

遺
族

補
償

一
時

金

に
よ

り
支

給
さ

れ
る

特
別

給
付

金
と

の
均

衡
を

考
慮

し
、

一
時

金
と

し
て

障
害

差
額

特
別

給
付

金
を

支

給
す

る
。

長
期

家
族

介
護

者
援

護
金

傷
病

補
償

年
金

又
は

障
害

補
償

年
金

の
受

給
権

者
(せ

き
髄

そ
の

他
神

経
系

統
の

機
能

若
し

く
は

精
神

又
は

胸
腹

部
臓

器
の

著
し

い
障

害
に

よ
り

、
常

に
介

護
を

要
す

る
者

に
限

る
。

)が
当

該
年

金
を

支
給

す
べ

き
事

由
が

生
じ

た
日

の
翌

日
か

ら
起

算
し

て
1
0
年

を
経

過
し

た
日

以
後

に
死

亡
し

た
場

合
(そ

の

死
亡

が
公

務
上

の
災

害
又

は
通

勤
に

よ
る

災
害

と
認

め
ら

れ
る

場
合

を
除

く
。

)に
、

一
定

の
要

件
を

満
た

す
遺

族
に

対
し

、
一

時
金

と
し

て
1
0
0
万

円
を

支
給

す
る

。
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４
５
条

１
項

基
金
は
、
こ
の
章
の
規
定
に
よ
る
補
償
（・
・
・）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
か
ら
補
償
の
請

求
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
補
償
の
請
求
の
原
因
で
あ
る
災
害
が
公
務
又
は
通
勤
に
よ

り
生
じ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
速
や
か
に
認
定
し
、
そ
の
結
果
を
当
該
請
求
を
し
た

者
及
び
当
該
災
害
を
受
け
た
職
員
の
任
命
権
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
項

基
金
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
災
害
を
受
け
た
職
員
の

任
命
権
者
の
意
見
を
き
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
項

基
金
は
、
傷
病
補
償
年
金
を
支
給
す
る
旨
の
決
定
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
傷
病
補

償
年
金
を
受
け
る
べ
き
者
及
び
当
該
傷
病
補
償
年
金
に
係
る
職
員
の
任
命
権
者
に
通

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（な
お
福
祉
事
業
に
つ
い
て
も
、
各
種
補
償
の
請
求
に
準
じ
て
、
被
災
職
員
等
か
ら
の
申

請
に
基
づ
き
給
付
が
行
わ
れ
る
）

3
3
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（「
補
償
実
施
の
手
引
」よ
り
）

①
被
災
職
員
又
は
そ
の
遺
族
等
は
、
任
命
権
者
を
経
由

し
て
、
支
部
長
に
対
し
各
種
補
償

(傷
病
補
償
年
金
を
除

く
。

)の
請
求
を
行
う

(療
養
補
償
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に

あ
っ
て
は
、
当
該
災
害
が
公
務
災
害
又
は
通
勤
災
害
で

あ
る
こ
と
の
認
定
を
求
め
る
請
求
を
行
う
と
と
も
に
当
該

補
償
の
請
求
を
行
う
。

)。
※
公
務
災
害
認
定
請
求
書

の
欄
外
の
注
意
事
項

②
任
命
権
者
は
、
当
該
災
害
の
認
定
に
関
し
て
意
見
を

付
し
、
提
出
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
請
求
書
の
記
載
内
容
を
点

検
し
、
所
要
の
証
明
等
を
行
い
支
部
長
に
送
付
す
る
。

3
4
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③
支
部
長
は
、
当
該
災
害
が
公
務
又
は
通
勤
に
よ
り

生
じ
た
も
の
か
否
か
を
速
や
か
に
認
定
し
、
各
種

補
償
の
決
定
者
及
び
任
命
権
者
に
通
知
す
る

(療

養
補
償
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
て
は
、
補
償

の
決
定
通
知
の
前
に
認
定
の
通
知
を
す
る
。

)。

④
公
務
災
害
又
は
通
勤
災
害
と
認
定
し
た
災
害
に

係
る
各
種
補
償
の
請
求
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
現
物
給
付
又
は
金

銭
給
付
の
形
で
補
償
を
実
施
す
る
。

3
5
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3
8
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3
9

45



５
１
条

２
項

「基
金
の
従
た
る
事
務
所
の
長
が
行
う
補
償
に
関
す
る
決
定

に
不
服
が
あ
る
者
は
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償
基
金
支
部
審

査
会
（
・
・
・
）
に
対
し
て
審
査
請
求
を
し
、
そ
の
裁
決
に
不
服
が

あ
る
者
は
、
更
に
審
査
会
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
」

３
項

「前
項
の
審
査
請
求
を
し
て
い
る
者
は
、
審
査
請
求
を
し
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
箇
月
を
経
過
し
て
も
審
査
請
求
に

つ
い
て
の
裁
決
が
な
い
と
き
は
、
支
部
審
査
会
が
審
査
請
求

を
棄
却
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
」

4
0
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５
６
条

「第
５
１
条
第
１
項
又
は
第
２
項
に
規
定
す
る
処
分
の
取
消
し

の
訴
え
は
、
当
該
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
審

査
会
又
は
支
部
審
査
会
の
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
、
提

起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」

①
専
門
性
・
技
術
性

②
補
償
内
容
の
統
一
＆
裁
判
所
の
負
担
軽
減

③
中
立
性
～
職
員
の
権
利
保
護

4
2
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4
3
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５
２
条
（審
査
会
及
び
支
部
審
査
会
）

「
基
金
の
主
た
る
事
務
所
に
審
査
会
を
、
従
た
る
事
務
所
に
支
部
審

査
会
を
置
く
。
」

５
５
条
（支
部
審
査
会
の
組
織
及
び
運
営
）

１
項

「支
部
審
査
会
は
、
委
員
３
人
を
も
つ
て
組
織
す
る
。
」

２
項

「
委
員
は
、
学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
従
た
る
事
務
所
の

長
が
委
嘱
す
る
。
」

３
項

「第
５
３
条
第
３
項
か
ら
第
６
項
ま
で
並
び
に
前
条
第
２
項
及
び
第
３

項
の
規
定
は
、
支
部
審
査
会
の
組
織
及
び
運
営
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
・・
・
『委
員
会
議
』と
あ
る
の
は
『支
部
審
査
会
』

と
読
み
替
え
る
・・
・」

4
4
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５
３
条
３
項
～
６
項
（審
査
会
の
組
織
）

３
項

「委
員
の
任
期
は
、
３
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
任

期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。
」

４
項

「委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

５
項

「審
査
会
に
会
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
こ
れ
を
定
め

る
。
」

６
項

「会
長
は
、
会
務
を
総
理
す
る
。
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
、
又

は
会
長
が
欠
け
た
と
き
は
、
会
長
の
あ
ら
か
じ
め
指
定
す
る
委
員

が
そ
の
職
務
を
行
う
。
」

4
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５
４
条
（委
員
会
議
）

２
項

「委
員
会
議
は
、
委
員
の
過
半
数
が
出
席
し
な
け
れ
ば
、

会
議
を
開
き
、
及
び
議
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」

３
項

「委
員
会
議
の
議
事
は
、
出
席
委
員
の
過
半
数
で
決
す

る
も
の
と
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
会
長
の
決
す
る
と
こ

ろ
に
よ
る
。
」

4
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地
方
公
務
員
災
害
補
償
基
金
業
務
規
程

規
程
５
４
条
（意
見
の
陳
述
等
）

「
審
査
会
参
与
は
、
審
理
期
日
に
出
頭
し
て
意
見
を
述
べ
、
又
は
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

規
程
５
５
条
１
項
（支
部
審
査
会
参
与
の
指
名
等
）

「
支
部
長
は
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償
基
金
支
部
審
査
会
（・
・・
）に
対

す
る
審
査
請
求
の
審
理
に
際
し
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
地
方
公

共
団
体
の
当
局
又
は
地
方
独
立
行
政
法
人
を
代
表
す
る
者
及
び
職
員

を
代
表
す
る
者
各
２
人
を
、
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
も
の
と
す
る
。
」

4
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規
程
５
５
条
２
項

「第
５
２
条
第
２
項
、
第
５
３
条
及
び
前
条
の
規
定
は
、
前
項
の

規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
第
５
２
条
第
２
項
中
『
審
査
会
参
与
』
と
あ
る
の
は

『
支
部
審
査
会
参
与
』
と
、
第
５
３
条
中
『
審
査
会
』
と
あ
る
の
は

『
支
部
審
査
会
』
と
、
『
再
審
査
請
求
』
と
あ
る
の
は
『
審
査
請

求
』
と
、
『
審
査
会
参
与
』
と
あ
る
の
は
『
支
部
審
査
会
参
与
』
と
、

前
条
中
『
審
査
会
参
与
』
と
あ
る
の
は
『
支
部
審
査
会
参
与
』
と
、

そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
」

4
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（
審
査
会
参
与
の
指
名
等
）

規
程
５
２
条
１
項

「理
事
長
は
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償
基
金
審
査
会
（
・
・
・）
に
対
す
る

再
審
査
請
求
の
審
理
に
際
し
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
地
方
公

共
団
体
の
当
局
又
は
地
方
独
立
行
政
法
人
を
代
表
す
る
者
及
び
職
員

を
代
表
す
る
者
各
６
人
を
、
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
も
の
と
す
る
。
」

規
程
５
２
条
２
項

「前
項
の
規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
者
（・
・・
）は
、
指
名
の
日
か
ら
二
年

（補
欠
の
場
合
に
お
い
て
は
、
残
余
の
期
間
）を
経
過
し
た
後
に
お
い
て
、

新
た
に
審
査
会
参
与
が
指
名
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
地
位
を
失
う
も
の
と

す
る
。
」

4
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5
1

①
申
請
・調
査
の
問
題
点

申
請
～
任
命
権
者
を
経
由
し
て
支
部
長
に
申
請
（
施
行
規

則
３
０
条
１
項
）

調
査
～
地
公
災

→
任
命
権
者

→
所
属
長
へ
調
査
依
頼

所
属
長

→
任
命
権
者

→
地
公
災
へ
回
答

調
査
の
長
時
間
化

任
命
権
者
・所
属
長
に
よ
る
妨
害
の
お
そ
れ

※
公
務
災
害
認
定
請
求
書
の
欄
外
の
注
意
事
項

「＊
３
所
属
部
局
の
長
の
証
明
」の
欄
の
証
明
が
困
難
で
あ
る
場
合
の
取

扱
い
は
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償
基
金
に
相
談
す
る
こ
と
。
」

57



②
認
定
ま
で
の
長
期
間
化
の
問
題
点

Ⅰ
原
因
２
重
の
審
査
請
求
前
置
主
義
（→
改
正
）

申
請
・調
査
の
問
題
点
件
数
の
膨
大
化

Ⅱ
標
準
処
理
期
間

●
法
律
～
行
政
事
件
手
続
法
６
条

「行
政
庁
は
、
申
請
が
そ
の
事
務
所
に
到
達
し
て
か
ら
当
該

申
請
に
対
す
る
処
分
を
す
る
ま
で
に
通
常
要
す
べ
き
標
準
的

な
期
間
（
・・
・
）
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
・
・
・
」

●
通
達

標
準
処
理
期
間
の
設
定
及
び
請
求
に
対
す
る
審
査
の
迅
速

化
に
つ
い
て
（
平
成
６
年

1
1
月
１
日
地
基
企
第

5
5
号
）

5
2
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5
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行
政
不
服
審
査
法
１
６
条

「・
・・
審
査
請
求
が
そ
の
事
務
所
に
到
達
し
て
か
ら
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁

決
を
す
る
ま
で
に
通
常
要
す
べ
き
標
準
的
な
期
間
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
・・
・」

●
行
政
不
服
審
査
法
第
１
６
条
の
規
定
に
基
づ
く
地
方
公
務
員
災
害
補
償
基
金

支
部
審
査
会
の
標
準
審
理
期
間
に
つ
い
て
（令
和

6
年

3
月

1
4
日
現
在
）

東
京
都
支
部
審
査
会

1
2
か
月

神
奈
川
県
支
部
審
査
会

1
8
か
月

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.c
h

ik
o

u
sa

i.g
o

.jp
/g

yo
u

m
u

/f
u

fu
ku

/k
ik

an
-s

ib
u

.p
d

f

●
行
政
不
服
審
査
法
第
１
６
条
の
規
定
に
基
づ
く
地
方
公
務
員
災
害
補
償
基
金

審
査
会
の
標
準
審
理
期
間
に
つ
い
て
（令
和

2
年

4
月

1
日
現
在
）

標
準
処
理
期
間

１
２
か
月

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.c
h

ik
o

u
sa

i.g
o

.jp
/g

yo
u

m
u

/f
u

fu
ku

/k
ik

an
-h

o
n

b
u

.p
d

f
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③
立
証
の
問
題

立
証
責
任
は
被
災
者
側
に
あ
る

特
に
、
脳
心
臓
疾
患
・精
神
疾
患
に
関
す
る
立
証
は
困
難
を
伴

う
。

労
働
組
合
と
し
て
の
運
動
方
針

被
災
者
立
証
制
度
の
抜
本
的
見
直
し
を
は
か
る
と
と
も
に
、
地

方
公
務
員
災
害
補
償
基
金
労
働
側
参
与
の
学
習
と
共
有
化
を

進
め
る
。

5
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④
理
事
長
協
議
制
度

特
定
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
支
部
長
が
決
定
を
す
る
前
に
、
決

定
案
に
つ
い
て
、
理
事
長
と
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

例
）心
・
血
管
疾
患
及
び
脳
血
管
疾
患

精
神
疾
患

石
綿
に
よ
る
疾
病

⇒
支
部
長
と
審
査
会
は
同
じ
判
断
に
な
る
可
能
性
が
高
い

支
部
長
の
意
見
が
覆
る
場
合
も

支
部
審
査
会
の
重
要
性

5
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5
7

本
案
の
審
理
は
、
通
常
の
場
合
、
次
の
よ
う
な
過
程
を
経
る
。

審
査
関
係
資
料
の
収
集
及
び
検
討
・
・・
①

↓
支
部
審
査
会
に
よ
る
調
査

(証
拠
調

)・
・
・
②

↓
口
頭
に
よ
る
意
見
陳
述
の
聴
取
・・
・
③

↓
参
与
に
よ
る
意
見
陳
述
・・
・
④

↓
支
部
審
査
会
に
よ
る
合
議
等
・・
・
⑤

↓
審
理
手
続
の
終
結
・・
・
⑥

↓
支
部
審
査
会
に
よ
る
裁
決
書
審
理
・・
・
⑦
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審
査
請
求
事
案
の
内
容
及
び
争
点
が
一
通
り
明
確
に
な
っ

た
と
き
は
、
書
記
は
、
審
査
請
求
人
及
び
支
部
長
か
ら
提
出
さ

れ
た
書
類
並
び
に
支
部
審
査
会
が
収
集
し
た
書
類
を
整
理
し
、

審
査
資
料
を
作
成
し
て
、
支
部
審
査
会
委
員
及
び
参
与
に
配

布
す
る
。

5
8
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「審
査
会
参
与
は
、
審
理
期
日
に
出
頭
し
て
意
見
を
述

べ
、
又
は
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

提
出
さ
れ
て
い
る
資
料
の
読
み
込
み

資
料
と
認
定
基
準
の
対
照

独
自
の
調
査

口
頭
意
見
陳
述
で
の
質
問

意
見
書
の
提
出
も
検
討

5
9
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例
え
ば
・・
・

①
請
求
人
に
弁
護
士
等
の
代
理
人
が
つ
い
て
い
る
場
合

あ
ら
か
じ
め
代
理
人
と
打
合
せ
を
行
い
、
具
体
的

な
争
点
を
把
握
す
る
＆
争
点
に
つ
い
て
の
請
求
人

の
考
え
を
把
握
す
る

②
請
求
人
に
代
理
人
が
つ
い
て
い
な
い
場
合

資
料
か
ら
読
み
取
れ
る
事
実
と
認
定
基
準
の
ズ

レ
が
あ
る
か
確
認
す
る
＆
ズ
レ
に
つ
い
て
口
頭
意
見

陳
述
な
ど
で
確
認
の
質
問
を
す
る

6
0
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③
労
働
の
実
態
を
委
員
に
伝
え
る

委
員

―
学
識
経
験
を
有
す
る
者

→
労
働
実
態
が
分
か
っ
て
い

る
と
は
限
ら
な
い

労
働
者
側
参
与

―
職
員
の
代
表

→
労
働
実
態
が
分
か
っ
て

い
る
（こ
と
が
前
提
）

〇
口
頭
意
見
陳
述
の
際
に
、
質
問
と
い
う
形
で

〇
委
員
に
意
見
・意
見
書
を
出
す
と
い
う
形
で

6
1
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④
「公
務
災
害
認
定
へ
の
取
り
組
み
マ
ニ
ュ
ア
ル
」よ
り
（
要
約
）

●
口
頭
意
見
陳
述
の
際
、
質
問
を
通
じ
て
支
部
審
査
委
員
に
争
点

を
整

理
し
、
明
確
に
さ
せ
る
。

●
基
金
の
専
門
員
（医
師
）と
主
治
医
の
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
場
合
、
実

際
に
診
療
し
て
い
る
主
治
医
の
判
断
を
優
先
し
、
尊
重
さ
せ
る
よ
う
主
張
し

て
い
く
。

●
参
与
の
意
見
書
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
協
力
的
な
医
師
や
弁
護
士
と
の

連
携
に
よ
り
認
定
基
準
を
ク
リ
ア
で
き
る
よ
う
立
証
し
て
い
く
。

●
実
際
に
現
場
（職
場
）を
訪
問
し
、
問
題
点
を
組
合
員
と
と
も
に
検
証
し
た

り
、
資
料
収
集
や
鑑
定
等
を
基
金
に
促
し
、
現
場
実
態
を
浮
上
さ
せ
る
。

●
認
定
基
準
の
改
善
と
弾
力
的
運
用
を
求
め
て
い
く
（
運
動
論
）。

6
2
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6
3

法
令
通
達
の
理
解
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法
令
・
通
達
の
理
解

6
4
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法
令
・通
達
の
理
解

6
5
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法
令
・
通
達
の
理
解

6
6
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法
令
・
通
達
の
理
解

6
7
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法
令
・
通
達
の
理
解

6
8
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【
設
例
】

保
育
園
の
５
０
代
保
育
士
。

運
動
会
の
競
技
応
援
中
に
左
足
を
負
傷
。

靱
帯
損
傷
、
半
月
板
損
傷
。

支
部
段
階
で
は
、
本
人
に
基
礎
疾
患
が
あ
っ
た
と
し
て
、

公
務
外
認
定
。

6
9
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【
公
務
外
と
さ
れ
た
理
由
】

●
動
作
に
過
重
性
が
認
め
ら
れ
な
い
。

●
本
人
の
基
礎
疾
患
の
存
在
。

⇒
公
務
起
因
性
が
な
い

※
動
作
の
加
重
性
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
災
害
発

生
状
況
見
取
図
の
書
き
方
の
影
響
が
あ
る
か
？

7
0
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【
本
人
・
代
理
人
の
活
動
方
針
・１
】

●
動
作
の
過
重
性
の
主
張
立
証

→
同
種
事
案
の
調
査

→
動
作
の
加
重
性
立
証

・動
作
を
動
画
撮
影
＆
書
証
化

・口
頭
意
見
陳
述
で
の
再
現

7
1
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【
本
人
・代
理
人
の
活
動
方
針
・
２
】

●
基
礎
疾
患
は
不
存
在

O
R
無
関
係

→
主
治
医
の
意
見
聴
取

→
主
治
医
の
意
見
書

→
基
礎
疾
患
（
不
存
在
・無
関
係
）に
つ
い
て
主
張

※
主
治
医
が
非
協
力
的
な
場
合
は
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

ニ
オ
ン

7
2
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【
参
与
と
の
関
わ
り
等
】

●
争
点
の
説
明

●
口
頭
意
見
陳
述
で
の
争
点
の
明
確
化

→
本
人
・
代
理
人
に
対
す
る
質
問

→
現
場
の
業
務
の
加
重
性
の
確
認
等

7
3
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【
裁
決
】

靱
帯
損
傷

→
処
分
取
消
し
（公
務
上
）

半
月
板
損
傷
→
棄
却
（
公
務
外
）

7
4
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【設
例
】

３
０
代
の
組
合
員
が
駅
の
ホ
ー
ム
か
ら
電
車
に
飛
び
込
ん
で
自
死
。

当
該
組
合
員
の
妻
か
ら
組
合
に
対
し
て
、
「夫
は
死
亡
直
前
、

ぼ
ー
っ
と
す
る
こ
と
が
多
く
、
あ
ま
り
眠
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
っ
た
」「
残

業
が
多
く
、
帰
宅
す
る
の
は
、
毎
日
午
後
１
１
時
頃
だ
っ
た
。
休
日
出

勤
も
多
か
っ
た
。
家
で
も
持
ち
帰
り
残
業
を
し
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
」と

の
相
談
。

組
合
は
、
組
合
員
の
遺
族
救
済
と
過
労
自
死
再
発
防
止
の
た
め
に
、

公
務
災
害
認
定
の
手
伝
い
を
行
お
う
と
思
っ
た
。

組
合
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
・・
・？

★
主
に
組
合
用
に
作
成
し
た
も
の
で
す
が
、
参
与
に
も
参
考
に
な
る

と
思
い
掲
載
し
ま
し
た
★

7
5
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必
ず
参
考
に
す
る
も
の
（地
公
災
基
金
の

H
P
に
リ
ン
ク
あ

り
）

●
精
神
疾
患
等
の
公
務
災
害
の
認
定
に
つ
い
て

(平
成

2
4

年
3
月

1
6
日
地
基
補
第

6
1
号

)

●
「精
神
疾
患
等
の
公
務
災
害
の
認
定
に
つ
い
て
」
の
実

施
に
つ
い
て

(平
成

2
4
年

3
月

1
6
日
地
基
補
第

6
2
号

)

●
精
神
疾
患
等
の
公
務
起
因
性
判
断
の
た
め
の
調
査
要

領
に
つ
い
て

(平
成

2
4
年

3
月

1
6
日
地
基
補
第

6
3
号

)
7

6
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①
精
神
疾
患
の
発
症

②
対
象
疾
病
発
症
前
の
お
お
む
ね
６
か
月
の
間
に
、

業
務
に
よ
る
強
度
の
精
神
的
又
は
肉
体
的
負
荷
を

受
け
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

③
業
務
以
外
の
負
荷
及
び
個
体
側
要
因
に
よ
り
対

象
疾
病
を
発
症
し
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
。

7
7

１
認
定
要
件
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●
主
と
し
て
ＩＣ
Ｄ
－

1
0
（国
際
疾
病
分
類
第
１
０
版
）
の
Ｆ
２
か
ら
Ｆ

４
ま
で
に
分
類
さ
れ
る
精
神
疾
患

→
IC

D
１
０
は
組
合
事
務
所
に
置
い
て
お
く

●
Ｄ
Ｓ
Ｍ
が
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
（「
実
施
に
つ
い
て
」
）

（
D

SM
＝
精
神
障
害
の
診
断
と
統
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
）

●
被
災
者
が
精
神
科
に
通
院
し
て
い
た
場
合

主
治
医
の
診
断
書
、
意
見
書
。
被
災
職
員
の
肉
体
的
・精
神
的

不
調
和
の
状
況
の
書
面
化
（
遺
族
・職
場
同
僚
へ
の
聴
き
取
り
→

組
合
の
出
番
！
）

※
発
症
日
や
治
癒
の
有
無
に
つ
い
て
要
注
意
（
→
後
述
）

7
8

２
①

精
神
疾
患
の
発
症
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●
精
神
科
に
通
院
し
て
い
な
か
っ
た
場
合

→
あ
き
ら
め
な
い
！
！

被
災
職
員
の
肉
体
的
・精
神
的
不
調
和
の
状
況
の
書
面
化

（
遺
族
・
職
場
同
僚
へ
の
聴
き
取
り
→
組
合
の
出
番
！
）

※
ＩＣ
Ｄ
－
１
０
を
意
識
す
る

※
発
症
日
や
治
癒
の
有
無
に
つ
い
て
要
注
意

※
精
神
科
医
の
意
見
書
も
検
討
す
る
（心
理
学
的
剖
検
）

→
参
与
も
上
記
の
点
を
意
識
し
て
、
口
頭
意
見
陳
述
の
質
問
や
委

員
へ
の
意
見
を
行
う

7
9
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意
見
書
・陳
述
書
作
成
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
！

※
発
症
日
や
治
癒
の
有
無
に
つ
い
て
の
注
意
点

●
発
症
後
増
悪
と
の
関
係

・・
・過
重
業
務
後
に
発
症
し
て
自
死

→
公
務
上
認
定
さ
れ
や
す
い

・・
・発
症
後
に
過
重
業
務
が
あ
っ
て
重
症
化
し
て
自
死

→
認
定
さ
れ
に

く
い

●
治
癒
と
の
関
係

・・
・発
症
後
に
治
癒
し
て
過
重
業
務
で
再
度
発
症
し
て
自
死

→
認
定
さ
れ
や

す
い

・・
・過
重
業
務
後
に
発
症
し
た
が
治
癒
し
た
後
に
自
死

→
認
定
さ
れ
な
い

→
参
与
も
上
記
の
点
を
意
識
し
て
、
口
頭
意
見
陳
述
の
質
問
や
委
員
へ
の
意
見
を
行

う
8

0
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※
ＩＣ
Ｄ
－
１
０
を
意
識
し
た
聴
き
取
り
の
必
要
性

例
：中
等
症
う
つ
病
エ
ピ
ソ
ー
ド

●
①
抑
う
つ
気
分
、
②
興
味
と
喜
び
の
喪
失
、
③
易
疲
労

性

→
２
つ

●
①
集
中
力
と
注
意
力
の
減
退
、
②
自
己
評
価
と
自
信

の
低
下
、
③
罪
責
感
と
無
価
値
観
、
④
将
来
に
対
す
る

希
望
の
な
い
悲
観
的
な
見
方
、
⑤
自
傷
あ
る
い
は
自
殺

の
観
念
や
行
為
、
⑥
睡
眠
障
害
、
⑦
食
欲
不
振

→
３
つ

●
２
週
間
継
続

8
1
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精
神
的
又
は
肉
体
的
負
荷
の
検
討

（１
）人
の
生
命
に
か
か
わ
る
事
故
へ
の
遭
遇

ま
た
は

（２
）そ
の
他
強
度
の
精
神
的
又
は
肉
体
的
負
荷

を
与
え
る
事
象

8
2

３
②

・・
・業
務
に
よ
り
強
度
の
精
神
的
又
は
肉

体
的
負
荷
を
受
け
た
こ
と
・・
・

88



○
「精
神
疾
患
等
の
公
務
災
害
の
認
定
に
つ
い
て
」の
実
施
に
つ
い
て

89
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過
重
な
負
荷
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
業
務
例
に
つ
い
て
検
討

●
発
症
直
前
の
１
か
月
に
お
お
む
ね

1
6

0
 時
間
を
超
え
る
よ
う

な
、
又
は
発
症
直
前
の
３
週
間
に
お
お
む
ね

1
2

0
 時
間
以
上

の
時
間
外
勤
務
を
行
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
（手
待
時
間

が
多
い
等
の
勤
務
密
度
が
特
に
低
い
場
合
を
除
く
。
）

●
発
症
直
前
の
連
続
し
た
２
か
月
間
に
１
月
当
た
り
お
お
む

ね
1

2
0

 時
間
以
上
の
、
又
は
発
症
直
前
の
連
続
し
た
３
か
月

間
に
１
月
当
た
り
お
お
む
ね

1
0

0
 時
間
以
上
の
時
間
外
勤

務
を
行
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合

●
発
症
直
前
の
１
か
月
以
上
の
長
期
間
に
わ
た
っ
て
、
質
的

に
過
重
な
業
務
を
行
っ
た
こ
と
等
に
よ
り
、
１
月
当
た
り
お
お

む
ね

1
0

0
 時
間
以
上
の
時
間
外
勤
務
を
行
っ
た
と
認
め
ら
れ

る
場
合

8
7
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時
間
外
勤
務
（
「
実
施
に
つ
い
て
」）

時
間
外
勤
務
命
令
を
受
け
て
行
っ
た
業
務

そ
れ
以
外
で
も
そ
の
必
要
性
、
内
容
、
時
間
等
を
在
庁
記
録
や
同
僚
証
言
等
の

客
観
的
な
根
拠
に
よ
っ
て
判
断
で
き
る
も
の
は
、
・
・・
業
務
に
よ
る
負
荷
の
評
価

の
対
象
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

→
参
与
も
上
記
の
点
を
意
識
し
て
、
口
頭
意
見
陳
述
の
質
問
や
委
員
へ
の
意
見

を
行
う

時
間
外
勤
務
を
確
認
す
る
た
め
の
資
料
収
集

→
組
合
の
出
番
！

●
時
間
外
勤
務
命
令
簿
・
時
間
外
勤
務
報
告
書
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
、
警
備
日
誌
、

鍵
の
受
け
渡
し
簿
（
「
調
査
要
領
」
参
照
）

●
そ
の
他
（
パ
ソ
コ
ン
の
ロ
グ
、
被
災
職
員
の
ス
マ
ホ
Ｐ
Ｃ
内
の
情
報
、
家
族
・
同

僚
の
証
言
、
日
記
等
）

●
具
体
的
成
果
物
（
自
宅
作
業
の
場
合
）

※
想
像
力
を
働
か
せ
る
→
こ
の
業
務
な
ら
ば
こ
の
よ
う
な
資
料
が
あ
る
の
で

は
・・

8
8
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資
料
入
手
方
法

ⅰ
．
当
局
の
担
当
部
署
と
交
渉
し
て
提
出
し
て
も
ら
う
→
組

合
の
出
番
！

ⅱ
．
情
報
開
示
請
求
を
行
う
（民
間
労
災
と
の
違
い
）

「
調
査
要
領
」
記
載
の
資
料
や
Ｐ
Ｃ
ロ
グ

ⅲ
．
遺
族
に
確
認
し
て
も
ら
う

ス
マ
ホ
・Ｐ
Ｃ
内
の
情
報
、
家
族
の
証
言
、
日
記
等

ⅳ
．
同
僚
に
協
力
し
て
も
ら
う
→
組
合
の
出
番
！

同
僚
の
証
言
（業
務
内
容
や
労
働
時
間
を
意
識
）

ⅴ
．
証
拠
保
全
を
行
う
（弁
護
士
の
力
を
借
り
る
）

公
務
災
害
の
場
合
は
や
ら
な
く
て
も
よ
い
場
合
も
多

い
？

ⅵ
．
第
三
者
委
員
会
に
よ
る
調
査
？

8
9
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●
業
務
以
外
の
負
荷
の
検
討

対
象
疾
病
発
症
前
の
お
お
む
ね
６
か
月
の
間

被
災
職
員
自
身
の
出
来
事
、
被
災
職
員
の
家
族
の
出
来
事
、
金
銭
関
係

等

●
個
体
側
要
因
の
検
討

精
神
疾
患
の
既
往
歴
、
社
会
適
応
状
況
に
お
け
る
問
題
、
ア
ル
コ
ー
ル
等

・・
・が
客
観
的
に
対
象
疾
病
を
発
症
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
程
度
の
も
の
と
認

め
ら
れ
る
か
否
か

→
気
に
し
す
ぎ
る
必
要
は
な
い

9
0

４
③

業
務
以
外
の
負
荷
及
び
個
体
側
要
因
に
よ

り
対
象
疾
病
を
発
症
し
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
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参
考
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災
基
金
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人
地
方
公
務
員
安
全
衛
生
推
進
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会
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参
考
文
献

「公
務
災
害
認
定
へ
の
取
り
組
み
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

9
1
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取り扱い注意

県本部 名　前 組織・役職名 名　前 組織・役職名

01北海道 瀧口　和成
北海道本部
副執行委員長

03青森 根城　伸悦
青森県職員労働組合
中央執行委員長

千葉　敏彦
青森交通労働組合
執行委員長

04岩手 及川　隆浩（予定）
岩手県本部
執行委員長

05宮城

06秋田 小川　純
秋田県本部
中央執行委員長

07山形 丹野　雅一
山形県職連合
中央執行委員長

08福島 佐藤　寛喜
福島県職員連合労働組合
中央執行委員長

09新潟 川﨑　晃
新潟県本部
組織部長

10群馬 飯島　潤治
自治労群馬県本部
書記長

11栃木 増山　秀人
栃木県職員労働組合
中央執行委員長

大貫　晴彦
宇都宮市職員労働組合中
央執行委員長

12茨城 古渡　秀和
茨城県本部
書記長

13埼玉

14東京 和田　隆宏
都労連
委員長

多田　修一郎
東京清掃労働組合
委員長

15千葉 不在

16神奈川 蓼沼　宏幸
神奈川県本部
中央執行委員長

17山梨 松木　友幸
県職労
中央執行委員長

18長野 西澤　忠司
長野県本部
中央執行委員長

19富山 鴨野　浩一
富山県本部
執行委員長

20石川 安田　和弘
石川県職員労働組合
中央執行委員長

21福井 大嶋　智
福井県本部
執行委員長

22静岡 伊藤　隆弘
静岡県職員組合
執行委員長

23愛知 不在

24岐阜 子安　英俊
岐阜県本部
中央執行委員長

25三重 川合　利和
三重県本部
書記長

26滋賀 不在

27京都 不在

28奈良 藤本　恵多 自治労・連合アドバイザー

29和歌山 吉川　和孝
和歌山県職労
書記長

30大阪 不在

32兵庫 山下　忠之
兵庫県本部
執行委員長

地方公務員災害補償基金名簿(自治労関係者）
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県本部 名　前 組織・役職名 名　前 組織・役職名

33岡山 柴田　真弘
岡山県本部
書記長

34広島 神原　悦朗
広島県本部
副中央執行委員長

35鳥取 小谷　怜
県職連合
現企労書記次長

36島根 須田　晋次
島根県本部
執行委員長

37山口 大森　正幸
山口県職員労働組合
執行委員長

38香川 豊田　雅人
香川県職連合
委員長

39徳島 多田　　要
徳島県職連連合労組
委員長

40愛媛 宇都宮　理
愛媛県本部
特別執行委員

41高知 横山　浩司
高知県職連合
委員長

42福岡 野田　和之
福岡県本部
執行委員長

43佐賀 井上　次人
佐賀県本部
執行委員長

44長崎 菊永　昌和
長崎県本部
執行委員長

45大分 鹿嶋　秀和
大分県本部
書記長

46宮崎 河内　文行
宮崎県職労
書記長

47熊本 木村　光伸
県本部
執行委員長

48鹿児島 片野坂　昭彦
鹿児島県本部
副執行委員長

49沖縄 前底　伸幸
自治労沖縄県本部
執行委員長

札幌市 太田　淳一
札幌市職組
執行委員長

瀧本　久也
札幌市労
執行委員長

仙台市 大場　政信
仙台市交通労働組合
執行委員長

新潟市 野村　祐行
新潟市職労
書記長

さいたま市 國分　政義
さいたま市職労
委員長

千葉市

横浜市 高橋　雄二
自治労横浜市従労組
中央執行委員長

川崎市 小川　大輔
川崎市職労
副中央執行委員長

山本　賢司
川崎下水労組
書記長

相模原市 武田　秀雄
相模原市職労
中央執行委員長

名古屋市 松本　真実
自治労名古屋
副執行委員長

野田　雅彦
名古屋交通労働組合
副執行委員長

大阪市 下村　泰正
大阪市労連
書記長

西岡　泰輔
大阪市労連
書記次長

堺市 中野　正之
自治労堺市職員組合
委員長

神戸市 小原　王之
神戸市従業員労働組合
執行委員長

五百旗頭　英裕
神戸交通労働組合
執行委員長

北九州市 松本　茂樹
北九州市職労
執行委員長

福岡市 安倍　道治
自治労福岡市職労
執行委員長

熊本市 大川　高司
熊本市役所職員組合
書記長
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